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“評価”を“改善”に生かす学びへ
本校は令和３年度から，各教科が単元毎に学習評

価を行っています。１学期通知表の各教科の欄には，

学期内に学習した単元毎の学習評価を総括した評

点に加え，観点別学習状況の評価を，A（十分満足できる）,B

（おおむね満足できる）,C（努力を要する）で記載しています。

したがって，各教科の単元シラバ

スに記載された観点別の評価規準

を確認することで，自分の学習のど

の部分を改善すればよいのかを把

握することができます。不明な点は，

教科の先生へ質問してください。

ところで，本校の通知表には「順位」の欄がありま

せん。学習評価とは本来，学習過程の中で学び手が

どのように向上したかを見取り，支援するためのもの

であり，序列を付けることが目的ではないからです。

これからの学校教育に求められるのは，生徒一人

一人のよさを引き出し，生徒自身が気付いていないよ

さに気付かせるとともに，それまでもっていなかった資

質・能力を獲得できるよう，指導者が寄り添い，支援し

ていくための評価です。

本校は今後も，新学習指導要領の理念に基づき，

学習指導と学習評価の工夫改善に努めていきます。

“ミネラルアップ”で心も体も元気に
７月１３日に，１年生と３年生を対象に「食に関する

セミナー」を行いました。食に関する適切な知識を持

ち，自らの食生活を見直すことで，健康管理を自分で

できるようになるための一助とすることが目的です。

テーマは，「食で変わる心と体」。子どもの心と健康

を守る会代表の国光美佳さんがオンラインで講義。現
くにみつ み か

代食に顕著な栄養素の偏りの現状や，不足しがちな

ミネラルの重要性とその補

給術について分かりやすく

解説していただきました。

セミナーの締めくくりに，

Earth's Children鹿児島（与

論チーム）の皆様の御協力により，だし粉とオリーブオイル

と味噌を1:1:3の割合で混ぜ込んだ「ミネラルアップ

味噌」を使った味噌汁を全員でいただきました。

なお，今回のセミナーを基に，１年生は家庭科の授

業で学びを深め，９月の文化祭でミネラルと食に関す

る展示発表を行う予定です。

第１回学校関係者評価委員会
７月１３日に学校関係者評価委員会を行いました。

この委員会は，学校が保護者や地域住民等の意向を

把握し，自己評価の充実を図るとともに，これを学校

運営に反映させ，開かれた学校づくりや特色ある教

育活動の推進に資するこ

とを目的としています。

第１回の今回は，授業

参観の後，校長が学校経

営方針等の説明を，各学

年主任が今年度の目標及び具体的取組について説

明を行いました。委員からは，高校入試制度や学習指

導の変化などについて，質問や感想を頂きました。

（裏面に「第１回学校関係者評価委員会（報告）」）

ＰＣ端末で授業が変わる②（ホームルーム） デジタル社

会を生きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと

並ぶマストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクー

ル構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC端

末を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用した

各教科等の工夫を紹介します。第２回はホームルームです。

1年生の朝の教室。８時20分から始まる朝読書の5分前に

は全ての生徒が着席しています。生徒たちは貸与されたPC端

末を開き，キーボードで昨日の学習時間等を入力しています。

１学年ではPC端末の貸与

を受け，これまで紙に書か

せて毎日提出させていた「学

習の記録」を，所定のエク

セルのフォーマットに生徒

が直接入力する方法に変更。

担任には月１回，Teamsで提出することにしました。

学習の記録は，生徒が毎日の自分の生活時間を記録・蓄積

して俯瞰することで，学習時間を含め，自らをマネジメント

する力を育成することがねらいです。紙に書いていた時に比

べ，入力すると瞬時に教科別・週・月ごとの学習時間の累計

等がディスプレイに表示されるため，その日の時間をどう組

み立てるかという思考に至りやすくなります。

生徒の一人は，「各教科の時間の累計とグラフが表示される

ので，自分の現状を把握しやすいし，次の計画も立てやすい」

と話しました。
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令和４年度 第１回学校関係者評価委員会（報告）

鹿児島県立与論高等学校

１ 日 時 令和４年７月13日(水) 午後２時30分～４時20分

２ 場 所 本校図書室

３ 出 席 者 (1) 学校関係者評価委員(５人)

与論中学校，与論町教育委員会事務局，与論町観光協会，

学習塾まなび島，ＰＴＡ会長

(2) 本校職員(９人)

校長，教頭

４部主任(教務，進路指導，生徒指導，保健)，１～３学年主任

４ 日 程 等 (1) 委嘱状交付

(2) 授業参観

(3) 評価委員会(校長挨拶，学校説明，協議(意見交換，要望等))

５ 意見交換

○ 今後，中高一貫教育の重要性がより大事になってくる世の中になると感じている。その点を踏ま

えて，入試の在り方を変える考えはあるか。

→ 入試の在り方については，現在の形態を継続していくことになる。本校では，与論中学校から

の受検生に対して，連携型中高一貫教育に係る入学者選抜を課し，入学予定者に対しては鹿児島

県公立高等学校入学者選抜の一般入学者選抜の問題を定着度調査という形で実施している。連携

型中高一貫教育に係る入学者選抜は，調査書及び学力検査以外の資料により行うことができると

されていることから，中学校における総合的な学習の時間に取り組んだ内容をレポートにまとめ

たり，作文や面接を課すことによって合否を判定している。また，定着度調査で５教科を受検す

ることから，連携型中高一貫教育に係る入学者選抜も含めると，生徒の状況を深く把握した上で

新入生を迎えることが可能になっている。連携型中高一貫教育に係る入学者選抜の結果や定着度

調査による学力等の概要については，与論中学校との合同職員会議で情報の共有等も出来ている

ことから，本校の入試の在り方については充実したものになっていると考えている。

○ 新しい学習指導要領を踏まえて授業の姿が変わり，形になっていると感じた。生徒の意欲を引き

出すことが求められる今の時代に対応している。今後は個別最適化の視点が問われてくると思うが，

どのように対応するのか。

→ １年生に対してはPC端末を配付し，授業でも家庭でも活用している。また，生徒が個別に学習

を進めることができるように，リクルート社のスタディサプリに学校として加入し，個々の状況

に応じた学習が可能になるようにした。２・３年生についても，希望者はスタディサプリを活用

することができるようにしている。PC端末は文房具であるという認識の下，次年度以降も必要不

可欠なものであるという意識を生徒・保護者に持ってもらう必要があるため，学校としては積極

的にPC端末を活用した授業の実施を心掛けている。

○ 昔と比べると教育の在り方がだいぶ違っていることを感じた。今日の授業参観で，生徒たちが充

実した教育を積極的に受けていた。その中で，前向きに頑張ることが出来ない生徒たちへの対応は

どのようにしているのか。

→ 登校することが出来ない状況になってしまう生徒がいる現状もある。そのような生徒たちに対

しては，担任が保護者と連携して情報の共有をして登校を促したり，生徒が登校した際に教科担

任が個別指導をしたりして支援することで対応している。また，与論中学校との連携が取れてお

り，登校が難しかったり学業への支援が必要であったりする生徒たちに対する情報の共有に基づ

いて対応することができている。

○ 授業参観で先生方や生徒たちの様子を見て，その取り組む姿勢が素晴らしかった。日頃からしっ

かり取り組んでいるということが伝わってきた。教員同士の連携を図らなければ，このような授業

にはならないと思うので，先生方に敬意を表したい。これからも生徒たちをよろしくお願いしたい。


